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Ag-Streptolysin-GGS''-Complexの抗菌力試験
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B

Ag-Streptolysin-"S"-ComplexupontheGrowthofVariousPathogeneBacteria.

1939年岡本教授1〕によって「核酸による溶連

菌溶血毒素(Streptolysin-!4S'')増産現象」（即

ち核酸効果)が発見され，之を契機に本溶血毒

素の研究分野は一大展開を来し2〕，今や我々は

核酸効果応用の下に高度純化のStreptolysin-

i#S''を分離把握3)し得るに到った事は周知の如

くである．

処で今Streptolysin-(GS''が溶連菌の産出物

である事に想到するに於ては，弦に当然此の赤

血球に対する強力作用の物質が諸他の細菌類に

対して果して如何なる影響を呈するであるうか

の問題が提起して来るのであって，この問題に

対する検討は単にStreptolysin-G6S''の生物

学的性状の攻究という面ばかりでなく，亦抗生

物質探求という見地から観ても甚だ有意義と思

考せられていながらも本毒素をもって抗菌試験

を行う事には,これ迄Streptolysin-K<S''は溶

液状態に於て甚だしく易熱性であり容易且つ迅

速に分解して非仇化されるという困難性があっ

た.

然るに最近当研究室に於て核酸並びに精製

Streptolysin-!6S''は何れも銀塩によって複塩

を形成し，而もStreptolysin-GCS''にあっては

銀塩の附加によつて完全に耐熱化されるという

事実が見出4)されたので，私等は取不敢Ag-

Streptolysin-6:S''-Comlexについて其各種病

原菌に対する抗菌能の有無強弱如何の問題に対

して考査の歩を進めることとしたのである．

以下現在迄得られた成績に就て報告する●
●

実鹸方法

[I]精製Streptolysin-dGS'': 精製Streptolisin-G6S''10mg.を蒸溜水10cc・に溶

岡本，京田，伊藤等の方法3)に準じて涌室菌の1％解したものにN/10AgNO30.152cc・を加え，こ

酵母核酸加プイオン培養液より分離した精製Strepto-の溶液に対し1日1回100｡C20分宛の処置を2回

lysin.-GGS''[溶血限界濃度は1:40,000,000で岡本等の 施す．此の加熱消毒した原液が其の漁血力に些か

所謂Ip1-Fraction,正印の所謂I-N~F-Fractionに該の減弱をも来していない事〔即ち溶血限界濃度＝
当するもの〕を使用．1:40,000,000〕を予め試験したことは勿論であ

(a)Ag-StrePtolisin-.GS'2-Complex原液の調製る．
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(b)AgNO3原液の調製

蒸溜水10cc.にN/10AgN030.152cc.を加えた

ものに対し1日1回100°C20分宛の処置を2回施

す．

[I1]供試菌種：

今回Ag-Streptolysin-GcS''-Complexの菌発育阻止力

試験に供した病原菌は次の14種である．

1)Bacilluscolicommunis(Gakusei)

2)BacillusdysenteriaeShiga(Hanabusa)

3)Bacteriumtyphiabdominalis(H901)

4)Vibriocholerae(Inaba)

5)Bacteriumpyocyaneum(Kamiki)

6)Haemophiluspertussis(22490-L3-23)

7)Diplococcusintracellularismeningitidis

(Ihijima)

8)Staphylococcusaureus(Terashima)

g)StreptococcushaemolytiCus(S)

10)DiploCoccuspneumoniae(1)

11)Bacillusdiphtheriae(Gravis)

実鹸

第1及び第1I表は14種の病原菌に対するAg-

Streptolysin-G4S''-Complexの影響関係を試

験して得た成績を一括展示したものである．

絃に夫々 の菌種に対するAg-Streptolysin-

d<S''-Complex(0.1%I-N-F-Fraction溶液

10cc.+N/10AgNO30､152cc.]による抗菌試

験の成績とAgNO3[蒸溜水10cc.+N/10Ag

NO30.152cc.]による抗菌試験の成績とを相対

比する時，両者間には其の抗菌価に殆ど差異が

無い事が看取されよう．

以上の様にBacilluscolicommunis(Ga-

kusei),Bacillusdysenteriae,Shiga(Hana-

busa),Bacteriumtyphiabdominalis(H

901),Vibriocholerae(Inaba),Bacterium

pyocyaneum(Kamiki),Haemophilusper-

tussis(22490-L3-23), Diplococcusintra-

文

1)H・Okamoto:Japan.J・Med.Sci.,IV.Phar-

macol.,12,16",1940.2)長谷川等：細菌

学の新領域，106頁，昭和28年発行．3)H.
Okamoto,S.Kyoda,undR，lto:Japan．』.Med.

－－

12)CIostridiumwelchii(P.B.64)

13)Bacillusanthracis

14)Mycobacteriumtuberculosis

(Humantype"Kawakami")

〔Ⅲ〕抗菌試験術式：

第1及び第II表提示の様に夫々の菌種に就ての抗菌

試験のメジウムは必ずしも同一ではないが，兎に角

Ag-Streptolysin-"S''-Complexを以ての抗菌試験施行

に当っては毎常対照として単なるAgNO3に就ての抗

菌試験を併置する事とした．

而して其の何れの場合たるを問わず，霊に湯浅5)が

「Phenoxazone系化合体の各種細菌に対する抗菌性に

就ての検索」実験で採用した方法に準じて抗菌試験を

行った．

因に第1及び第II表に於けるStrePtolysin-GGS''-

Complexの稀釈倍数はI-N-F-Streptolisinfractionの

実際の濃度（即ち重量規準に於ける稀釈倍数）を示す

ものであってAgNO3の濃度を示したものでは無い．

成績

cellularismeningitidis(Ihijima),Sta-

phylococcusaureus(Terashima),Strepto-

coccushaemolyticus(S),Diplococcus

pneumoniae(I),Bacillusdiphtheriae

(Gravis),Clostridiumwelchii(P.B､64),

Bacillusanthracis,mycobacteriumtuber-

culosis(Humantype!@Kawakami'')を対象

として行ったAg-Streptolysin-G@S''-Complex

を以ての抗菌試験は，凡て陰性試験に終ったの

であるが,此の事実に対し今Ag-Streptolysin-

C@S''-ComplexはStreptolysin-i<S''と同様赤

血球に対して4千万倍の高稀釈濃度迄溶血作用

を発揮するという事実を照合考慮するに於て

は，少くともStreptolysin-6qS''には之等14種

の何れの病原菌に対しても抗菌力発揮の性能が

無いと断じ得るであろう．

献

Sci・,IV・Pharmacol．,14,99,1941．4)S.

Shoin:Japan.J.Exp.Med・に発表の予定．5)

湯浅俊男：金沢大学結核研究所年報，第11巻(下）

265～281頁．
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TABLEI

ShowingtheResultsofBacteriostaticExperimentswithAg-Streptolysin-<<S''-Complex
－
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Note:1)

2）

Organism

(Strain)

OriginalSolution:
S=0.1%
Streptolysin-66S

9，

10cc.+N/10AgNO8
0.152cc.

C=DistilledWater

10cc.+N/10AgNO3
0.152cc.

(Control)

Timeof

Incubation

（

at37}｡C

1， hours)

O、rubeNest－’T

11
I

(Growthof
BacteriaOn

Mediawithout
Additionof

皿
冒
口
つ
面
守
ロ

ｊ
■
！
Ⅱ
Ⅱ
６
Ｊ
■
０
１
１
４
６
８
甲
４
０
■
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
０
令
凸
■
ｌ
Ｐ
１

Ｅ
っ
昌
唇
Streptolysin-G6S''
orAgNO3)

へ
函
唖
Ｒ
－

ｌ
ｌ
ｌ

へ
討
釦
司
一

只
〕
［
つ
つ
つ
、
函
【
ぬ
”
門
一

七
■
■
■
ｒ
０
６
Ⅱ
７
－
１
０
７
１
９
４
１
‐
１
１
Ｉ
“
０
１
１
ａ
口
‐
’
■
４
、
■
Ⅱ
９
ｌ
１
４
４
Ｊ
ｒ
１
ｌ
４
‐
９
１
７

ワ
Ｊ
一
こ
つ
．
《
＠
ｍ
函
“
【
一

〆
ｂ
［
つ
つ
つ
い
西
国
【
“
［
一

Ｆ
Ｄ
［
つ
つ
ロ
公
司
④
“
［
｝

ロ
■
■
■
６
０
，
１
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
令
々
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
９
ｌ
ｏ
ｉ
８
“
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
！

６
１

知
４
－
つ
つ
っ
心
因
め
”
［
－

１
１
１

句
。
［
つ
つ
つ
へ
④
［
”
『
一

筐｜
へ

a．

●●

|ユi

司
土
［
つ
つ
つ
ぬ
寺
“
【
一
い
》
ハ

冊

一
一
一



厚地・姫野・浜田4

TABLEII

ShowingtheResultsofBacteriostaticExperimentswithAg-Streptolysin-G:S''-Complex

OriginalSolution:
S=0.1% Timeof
Streptolysin-6@S''
10cc､+N/10AgNO3Incubation
O､152cc.

at37,oC
C=DistilledWater

10cc.+N/10AgNO3(inwe*s)0.152cc.

(Control)
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